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　目的：我々は、これまで操作法が比較的簡単で、安定性に優れた金属酸化物半導体セン

サを用いて種々の繊維に対するニオイゐ測定を行なってきた。本研究では環境温度による

ニオイの変化について検討するために、湿度３条件下での測定を試みた。

　方法j: ニオイ試料として、天然香料および生活に密着したニオイ数種を用いた。環境湿

変は。低湿として20％RH、常湿として60％RH、高湿として90％RHの３条件を設定し、温度

は23±1°C一定とした。測定はニオイの質の変化に主眼を置き、ニオ､ｲによって出力特性、

の異なる６ｲ固の半導体センサを組み込みニオイ識別センサを試作し行なった。チエV,バー

内を任意の湿度に設定した後、ニオイガスをシリンジで注入し1 0分間測定し、各セクンサ

から得られた出力値をレーダーチ申―トプロットしてパターン化した。官能検査は、それ

ぞれの湿度に調整した３個のニオイＢＯＸ内にニオイガスを注入し、強度と質について被

検者に申告さｰせた。

　結果：ニオイ識別センサにより得られたパターンより、良いニオイは一定の図形を示す

ことが分かった。湿度による影響については、各湿度でセンサ出力が異なるニオイ、各湿

度とも同じ図形を示すニオイ、低湿でセンサ出力が異なるニオイに大別された。官能検査

においても湿度によりニオイの強度と質が変化することが分かった。環境湿度による変化

は、ニオイの成分の水との親和性が関与していると考える。
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　目的　前帷での農作業着試料の重ね方の相違による農薬のmm速度と残留量および蒸発

彙の相違ではm地に編地/を重ねた場合に透過速度は水和剤が速く、残留量は乳化剤の方が

多く、編地にこ織地を重ねた場合は、透m速度が乳化剤､か速く、残留量も乳化剤が多いこと

か判うた。本報は重ね方によって農薬の浸透過程が異なることから生体への影響を観察す

るためにバヅチチスドを行って陽性例を検討した。

　方法　試料am地が３種類、織地が６種類である。農薬は水和剤３種類と乳化剤２種類

である。最初に皮膚科が行うパッこテヂストを平鹿総合病院農村医学研究所の協力を得て農

村住民20名に実施した。結果から回刺激の強い水和剤のダコニールと乳化剤のOOVPを選択し

て実際的に農薬使丿用時と同じ農作業着の重ね方にした方法でヌード々ウスを用いてパッチ

テストを行い両農薬のmm性を比較した。更にこれらの結果と農作業着試料に付着した農

薬の残留割合との関係を知るためlこガスクロマトグラフィを用'いて残留割合を測定した。

　結果　支膚科学的パッチデス｝では水和剤のダコニールに最も強い刺激反応がみられ、

乳化剤で'はD DﾉV Pでjあった。実際の農薬使用時の農作業着の重ね方に基-づいた方法でヌ

ードマヴスにパッチチヽｽﾞﾄを施した場合は、稀釈倍数が大奪い場合に編地と織地重ね、編
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ヽ地とm地重ねの相違により陽性反応に変化がみられた。パッチテストに用いH･C楊曜:凰ηり佃珊により琲旺反応cこ変化がみられた。パッチヂスロこ用いた農作業着試

料に付着した農薬の残留割合は、水和剤のダコニールが乳化剤のＤ ＤＶＰ よ｀り･も多いこ七

が判った。また編地のTシャツとポロシャツの残留割合が大きく、織地のブロウドブラウ

スが最も少ない残留割合であった。
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